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ゴルフ場防除技術研究会
2025年第2回研究会

20258/6

「芝草害虫の生態とフェロモントラップ
を活用した防除対策」
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２０２４年１０月２９日
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２０２４年１０月２９日

殺虫剤散布(9/29,30) 殺虫剤散布(10/30,31)

7日間連続降雨

クシナシスジキリヨトウ
成虫発生(想定)

被害確認(10/28) 
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施肥・目砂作業を行い
回復まで２カ月以上

２０２５年５月１日 ２０２５年７月１６日
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課題
チョウ目害虫防除においては、これまで殺虫剤の残効性を生かした予防散布で対
応する傾向にあったが、昨今の異常気象において発生時期が毎年変化し、また薬
剤散布直後のゲリラ豪雨等で効果を不安視する場面も増加した。
ここ数年は、特に秋以降の被害報告が目立つようになった。

対策
天候に左右されず適切な時期に殺虫剤散布を行えるよう、各ゴルフ場にフェロモ
ントラップを設置し、対象害虫の発生状況を把握する。
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メリット
 ラフやFWの大面積防除において発生時期のピークを把握することにより、薬剤散布時期の設定

が行いやすい
 殺虫剤散布後に大雨があった場合、その後のトラップの発生状況で2回目の散布が必要かどうか

の判断ができる(無駄打ちが防げる)
 毎年，データ(捕獲数)を記録することによって、天候による発生傾向が見えてくる。またグ

ループコース内でデータ共有することによって対策も共有できる

デメリット
 費用が掛かる：フェロモン費用(1.1万円/1か所/年間)、トラップ費用(トラップ3,960円/台、粘

着版31,900円/100枚)
 18ホールに設置した場合、30万程度の費用が発生する
 1回/週程度の確認(調査)が必要

使用目的(メリットとデメリット)
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フェロモントラップ概要

シバツトガ代替用

スジキリヨトウ代替用

日本植物防疫協会HPより抜粋
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フェロモントラップの設置方法
• 設置場所は、樹木の太

い枝に高さ1.0～1.5mで
設置する。

• 設置は、太い針金等を
用いて風で飛ばされな
いようにしっかり固定
する。

• 芝が周辺にあるラフ内
にある樹木に設置する。

• 設置する樹木は、比較
的調査しやすいエリア
の樹木を剪定する。
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調査方法
1. トラップを設置したら、粘着版の裏側に設置した日を記入し、7～10日毎に裏

側に捕獲された虫数を記入する。
2. 粘着版は捕獲数が少ない場合、1ヵ月程度を目途に取り換えるが、発生数が多

い場合は、その都度、取り換える。

設置期間
1. 設置期間は3月中旬から11月下旬まで実施する。
2. 但し、11月下旬の段階で捕獲が確認された場合は12月まで延⾧する。

調査方法および設置期間
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シバツトガ スジキリヨトウ クシナシスジキリヨトウ
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２０２５年の捕獲状況と殺虫剤散布
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•
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• 参考「目でみるゴルフ場の芝草・樹木害虫」
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シバツトガの被害
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手で簡単に抜けている
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シバオサゾウムシの発生時期

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

越冬幼虫

新成虫発生

越冬幼虫

越冬成虫発生 新成虫発生この成虫は産卵、孵化し
幼虫越冬する

この幼虫は羽化し
成虫越冬する

幼虫時期

幼虫時期

越冬成虫
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ピットフォールトラップ
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※ No3.4.8.12.13.16.17は7月よりトラップ設置

※ 表中の数字は各ホール毎の合計(10月は10日までの結果)

N o1 N o2 N o3 N o4 N o6 N o8 N o9 N o10 N o12 N o13 N o16 N o17 N o18 合計
5月 14 6 - - 15 - 16 12 - - - - 6 69
6月 10 5 - - 7 - 4 22 - - - - 9 57
7月 47 21 0 3 15 28 28 16 2 16 5 13 43 237
8月 24 8 10 0 4 2 18 28 1 22 3 8 22 150
9月 50 10 9 2 18 12 30 34 2 11 3 12 15 208
10月 5 2 0 0 0 0 0 6 1 0 0 0 1 15
合計 150 52 19 5 59 42 96 118 6 49 11 33 96 736

シバオサゾウムシ成虫の捕獲状況(月間)

1999年の調査では、５月から捕
獲が確認され、７月からすべて
のホールで捕獲が確認できた。

査では、
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 成虫の発生時期は25年前に比べると2カ月近く早まっている

 防除対象は成虫対象が望ましい

 散布適期は5月～9月の間

 防除を行う前は、事前に夜間調査を行い、発生量の確認を行うこと

が望ましい
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令和3年4月3日
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被害状況 ゴルフ場の対応

3月上旬 バミューダFWの状態が悪いことに気づく。
降雨後に芝ごと流れて裸地化を確認(3ホール)

原因確認に努める(ｿﾞｳﾑｼによる被害と判明)

3月中旬 変化なし 施肥(3ﾎｰﾙ）：肥料(12:6:8) 30g/㎡

4月上旬 被害エリアが拡大していく(9ホール) 施肥(9ﾎｰﾙ)：肥料 (7:7:7) 30g/㎡
施薬(18ﾎｰﾙ)：ネオニコ剤+浸透剤 0.2g/㎡ 水量200ml/㎡

4月下旬
被害エリアは止まったが、回復の兆しが見え
ない

施肥(18ﾎｰﾙ)：施肥(12:6:8) 30g/㎡
施薬(8ﾎｰﾙ)：ネオニコ剤(6ﾎｰﾙ) 0.2ml/㎡、カーバメート剤(2ﾎｰﾙ）0.2g/㎡ 水
量200ml/㎡

5月下旬 回復傾向になった 施肥(11ﾎｰﾙ)：肥料(8:8:8) 50g/㎡

6月上旬 達観で裸地化エリアの芝が埋まってきている
のを確認

特になし

7月上旬 完全に回復 特になし
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